
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基体、光学的機能層および 粘着層の少なくとも三層を有す
るディスプレイ用貼着フィルムであって、該貼着フィルムの積層構成において少なくとも
二層以上が有色であり、これらの色は混合した際に無彩色となる関係であることを特徴と
するディスプレイ用貼着フィルム。
【請求項２】
　透明基体の一方の面に光学的機能層、他方の面に粘着層が設けられた積層構成を有し、
かつ、該光学的機能層が反射防止機能、帯電防止機能および赤外線カットオフ機能の少な
くともいずれかを有することを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ用貼着フィルム
。
【請求項３】
　透明基体の一方の面に光学的機能層および粘着層が順次設けられた積層構成を有し、該
光学的機能層が赤外線カットオフ機能を有することを特徴とする請求項１に記載のディス
プレイ用貼着フィルム。
【請求項４】
　前記光学的機能層がハードコート剤を含有していることを特徴とする請求項１～３のい
ずれかに記載のディスプレイ用貼着フィルム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ（ＰＤＰ）、ＣＲＴ、Ｅ
Ｌ等の画像表示体等に好適に用いられ、特に、優れた画像コントラストおよび色再現性を
発揮するディスプレイ用貼着フィルムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
上記ＬＣＤ、ＰＤＰ、ＣＲＴ、ＥＬ等に代表される画像表示装置（以下、これを「ディス
プレイ」と称する）は、テレビやコンピュータをはじめとして様々な分野で汎用されてお
り、目覚ましい発展を遂げている。特に、ＬＣＤは、薄く、軽量で、かつ汎用性に富むデ
ィスプレイとして、ラップトップ型のパーソナルコンピュータやワードプロセッサ、携帯
電話、ＰＨＳ、その他各種携帯端末用としての普及が著しい。
【０００３】
従来のテレビブラウン管等の表示装置画面は、カーボンブラック等の着色剤を含有したガ
ラス体により構成されている。この着色剤を含有したガラス体は、通常グレイに着色され
、光源からの透過光量を調整することにより、赤、緑、青の３色の混色による白から、非
発色部分の黒まで良好に表示でき、優れた画像コントラストを発揮することを可能として
いる。
【０００４】
また、近年、ブラウン管等の光源側は曲面であるが、視聴者側すなわち外側は平面とした
平面ディスプレイが広く使用されるようになってきている。この平面ディスプレイにおけ
るガラス体の厚さは、画面中央部で薄く、そこから側端部に至るにしたがい厚くなってい
る。このような厚さの異なるガラス体においては、光の透過率あるいは散乱率を画面全体
で均一とするため、ガラス体の厚さに反比例して中央部の着色を濃く、そこから側端部へ
向けて次第に着色を薄くする必要がある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、上記のような着色濃度を順次かえたガラス体は、製造工程を煩雑化し、生産コ
ストの増加を招くこととなる。また、光源の種類または表示材料の種類により、着色の程
度を適宜変更する必要が生じてしまうことから、実用的ではなかった。
【０００６】
さらに、上記に示された様々なディスプレイにおいて、反射防止性、防眩性、帯電防止性
、赤外線カットオフ性等の諸特性を付加する層構成を設けることが一般的となってきてい
る。しかしながら、この層構成を設けたディスプレイにおいては、上記の反射防止性、帯
電防止性および赤外線カットオフ性を付与するために添加される材料に起因して、層構成
が着色されてしまい、画像の色再現性が悪化するという問題があった。
【０００７】
したがって、本発明は、従来技術における上記した実情に鑑みてなされたもので、優れた
反射防止性、帯電防止性、または赤外線カットオフ性を示しつつ、優れた画像コントラス
トおよび色再現性を発揮するディスプレイ用貼着フィルムを提供することを目的としてい
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記の特性付加のための添加材料に起因するフィルムの着色について鋭意
検討を重ねた結果、該材料を含有する有色層の色（例えば反射防止層と赤外線カットオフ
層のように２種類以上の機能を別層として積層する時は、複数の有色層のそれぞれの色を
混合した色）に対して、補色の関係となる有色層を設けることによって、フィルムの総合
的な混合色を無彩色、例えば、黒またはニュートラルグレーとすることができ、この貼着
フィルムをディスプレイに用いた場合に優れた画像コントラストおよび色再現性を発揮す
ることができることを見い出した。
【０００９】
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　よって、本発明のディスプレイ用貼着フィルムは、透明基体、光学的機能層および
粘着層の少なくとも三層を有するディスプレイ用貼着フィルムであっ

て、該貼着フィルムの積層構成において少なくとも二層以上が有色であり、これらの色は
混合した際に無彩色となる関係であることを特徴としている。
【００１０】
また、本発明のディスプレイ用貼着フィルムの好ましい形態としては、透明基体の一方の
面に光学的機能層、他方の面に粘着層が設けられた積層構成を有し、かつ、該光学的機能
層が反射防止機能、帯電防止機能および赤外線カットオフ機能の少なくともいずれかを有
することを特徴としている。
【００１１】
さらに、本発明のディスプレイ用貼着フィルムの他の好ましい形態としては、透明基体の
一方の面に光学的機能層および粘着層が順次設けられた積層構成を有し、該光学的機能層
が赤外線カットオフ機能を有することを特徴としている。
なお、上記の積層構成における光学的機能層は、結着剤としてハードコート剤を含有して
いることが好ましい。
【００１２】
【発明の実施の形態】
次に、本発明のより好適な実施の形態について詳細に説明する。
本発明のディスプレイ用貼着フィルムにおいては、反射防止性、帯電防止性、赤外線カッ
トオフ性等の特性を付与するために添加する材料、例えば、樹脂、顔料、染料等に起因し
て着色された層を少なくとも一層含む構成であり、さらに、この有色層の色または複数の
有色層のそれぞれの色を混合した色に対して、補色の関係となる有色層を設けた構成であ
る。すなわち、本発明のディスプレイ用貼着フィルムの層構成のうち少なくとも二層以上
が有色であり、これらの色は混合した際に無彩色となる関係である。なお、これらの有色
層は、いずれの積層構成であってもよい。
【００１３】
本発明における無彩色とは、Ｌａｂによる色相表示において、ａ値とｂ値がほぼゼロに近
い色相であることを意味する。より具体的には、ａ値とｂ値とがそれぞれ±５以内、好ま
しくはａ値が±３以内、ｂ値が±４以内、さらに好ましくはａ値が＋１～－２．５、ｂ値
が±３．５以内である色相を意味する。ａ値またはｂ値のいずれかが上記範囲を超えた場
合には、ディスプレイの表示色に影響を与え画像コントラストおよび色再現性が悪くなる
。
【００１４】
本発明のディスプレイ用貼着フィルムは、上記のＬａｂによる色相表示におけるａ値とｂ
値を特定の値とするために、光学的機能層以外の透明基体、粘着層または必要に応じて設
けられるハードコート層や防眩層などのその他の層に、顔料または染料を混合することに
よって、最終製品のディスプレイ用貼着フィルムの総合的な混合色を無彩色とするもので
ある。
【００１５】
顔料としては、イソインドリノン系、アントラキノン系、ジオキサジン系、アゾ系、ナフ
トール系、キノフタロン系、アゾメチン系、ベンズイミダゾロン系、ペリノン系、ピラン
スロン系、キナクリドン系、ペリレン系、フタロシアニン系、スレン系等の顔料が挙げら
れ、これらの中でも、ジオキサジン系、アゾ系、ナフトール系、キナクリドン系の赤色系
顔料、フタロシアニン系の青色系顔料が好ましく、最も好適な顔料としては、キナクリド
ン系、ジオキサジン系、銅フタロシアニン系顔料が挙げられる。また、これらの顔料は、
平均粒子径が０．０１～５μｍ、さらに好ましくは０．０１～１μｍであるものが好適に
使用される。
【００１６】
また、染料としては、各種の染料を適宜用いることができるが、染料は耐候性に劣り、長
時間使用したときの光透過率の変化が大きいため、本発明においては顔料を用いることが
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より好ましい。
【００１７】
以下、本発明のディスプレイ用貼着フィルムを構成する積層構成およびその材料について
説明する。
Ａ．透明基体
本発明のディスプレイ用貼着フィルムに使用する透明基体としては、公知の透明なフィル
ム、ガラス等を使用することができる。その具体例としては、ポリエチレンテレフタレー
ト（ＰＥＴ）、トリアセチルセルロース（ＴＡＣ）、ポリアリレート、ポリイミド、ポリ
エーテル、ポリカーボネート、ポリスルホン、ポリエーテルスルホン、セロファン、芳香
族ポリアミド、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリビニルアルコール等の各種樹脂フィ
ルムおよび石英ガラス、ソーダガラス等のガラス基材等を好適に使用することができる。
ＰＤＰ、ＬＣＤに用いる場合は、ＰＥＴ、ＴＡＣが好ましい。
【００１８】
これら透明基体の透明性は高いものほど良好であるが、光線透過率（ＪＩＳ　Ｃ－６７１
４）としては８０％以上、より好ましくは９０％以上がよい。また、その透明基体を小型
軽量の液晶ディスプレイに用いる場合には、透明基体はフィルムであることがより好まし
い。透明基体の厚さは、軽量化の観点から薄いほうが望ましいが、その生産性を考慮する
と、１０～７００μｍの範囲のものを使用することが好適である。
【００１９】
また、透明基体に、アルカリ処理、コロナ処理、プラズマ処理、フッ素処理、スパッタ処
理等の表面処理や、界面活性剤、シランカップリング剤等の塗布、あるいはＳｉ蒸着など
の表面改質処理を行うことにより、光学的機能層と透明基体との密着性を向上させること
ができる。
【００２０】
Ｂ．光学的機能層
本発明における光学的機能層とは、反射防止性、帯電防止性および赤外線カットオフ性等
の少なくともいずれかの機能を有するものである。すなわち、光学的機能層はこれらの機
能を少なくとも１種類以上有する一層でも、反射防止層、帯電防止層、赤外線カットオフ
層のように各機能を有する層が二層以上積層したものでもよい。この場合、反射防止機能
および帯電防止機能は、透明基体の粘着層が設けられる面とは反対の表面側に付与されて
いることが、より優れた特性を得るために好ましい。なお、赤外線カットオフ層は、透明
基体の表面側でも、透明基体と粘着層との間でもよい。
以下に各光学的機能層について具体的に説明する。
【００２１】
▲１▼反射防止層
反射防止層は、透明基体上に該基体の屈折率より低い屈折率を有する材料からなる低屈折
率層を一層設けるか、または、高屈折率層と、この高屈折率層よりも低い屈折率の低屈折
率層を、高屈折率層上に設ける二層構成もしくは該二層構成を二組以上積層して設けるこ
とにより、反射防止効果を得るものである。なお、本発明でいう高屈折率および低屈折率
とは、互いに隣接する層との相対的な屈折率の高低をいう。
【００２２】
高屈折率層は、通常、結着剤として使用される例えばアクリル系樹脂、塩化ビニル系樹脂
、酢酸ビニル系樹脂、スチレン系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリエステル系樹脂、ウレタン
系樹脂等の樹脂、好ましくは後述するハードコート層を構成する樹脂、または、これに高
屈折材料を添加したものが用いられる。高屈折率材料としては、ポリスチレン等のスチロ
ール樹脂、ＰＥＴ、ビスフェノールＡのポリカーボネート、ポリ塩化ビニル、ポリテトラ
ブロモビスフェノールＡグリシジルエーテル等の芳香環やＢｒ、Ｉ、Ｃｌ等のハロゲン化
元素を含む樹脂や、ポリビニルピリジン、ポリビスフェノールＳグリシジルエーテル等の
Ｓ、Ｎ、Ｐ等を含む樹脂が挙げられる。また、他の高屈折材料としては、ＴｉＯ２ （屈折
率：ｎ＝２．３～２．７）、ＣｅＯ２ （ｎ＝１．９５）、ＺｎＯ（ｎ＝１．９）、Ｓｂ２
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Ｏ５ （ｎ＝１．７１）、ＳｎＯ２ （ｎ＝１．９５）、ＩＴＯ（ｎ＝１．９５）、Ｙ２ Ｏ３

（ｎ＝１．８７）、Ｌａ２ Ｏ３ （ｎ＝１．９５）、ＺｒＯ２ （ｎ＝２．０５）、Ａｌ２ Ｏ

３ （ｎ＝１．６３）、ＨｆＯ２ （ｎ＝２．００）、Ｔａ２ Ｏ５ 等の無機化合物微粒子を挙
げることができ、単独または混合して使用することができる。
【００２３】
また、低屈折率層は、例えばＳｉＯ２ （屈折率ｎ＝１．３５～１．４５）、ＬｉＦ（ｎ＝
１．４）、ＭｇＦ２ （ｎ＝１．４）、３ＮａＦ・ＡｌＦ３ （ｎ＝１．４）、ＡｌＦ３ （ｎ
＝１．４）、Ｎａ３ ＡｌＦ６ （ｎ＝１．３３）等の無機材料を微粒子化し、アクリル系樹
脂やエポキシ系樹脂等に含有させた無機系低屈折率材料、フッ素系、シリコーン系の有機
化合物、熱可塑性樹脂、熱硬化型樹脂、放射線硬化型樹脂等の有機低屈折率材料からなり
、屈折率が１．４５以下であることが好ましい。本発明においては、これらの材料の中で
、特に、フッ素系の含フッ素材料が汚れ防止の点において好ましい。また、低屈折率層は
、臨界表面張力が２０ｄｙｎｅ／ｃｍ以下であることが好ましい。臨界表面張力が２０ｄ
ｙｎｅ／ｃｍより大きい場合は、低屈折率層に付着した汚れが取れにくくなる。
【００２４】
上記含フッ素材料としては、有機溶剤に溶解し、その取り扱いが容易であるフッ化ビニリ
デン系共重合体や、フルオロオレフィン／ 共重合体、含フッ素エポキシ樹脂、含
フッ素エポキシアクリレート、含フッ素シリコーン、含フッ素アルコキシシラン、さらに
、ＴＥＦＲＯＮ　ＡＦ１６００（デュポン社製、ｎ＝１．３０）、ＣＹＴＯＰ（旭硝子（
株）社製、ｎ＝１．３４）、１７ＦＭ（三菱レーヨン（株）社製、屈折率ｎ＝１．３５）
、オプスターＪＮ－７２１２（日本合成ゴム（株）社製、ｎ＝１．４０）、ＬＲ２０１（
日産化学工業（株）社製、ｎ＝１．３８）等を挙げることができる。これらは単独でも複
数組み合わせて使用することも可能である。
【００２５】
また、他の含フッ素材料としては、２－（パーフルオロデシル）エチルメタクリレート、
２－（パーフルオロ－７－メチルオクチル）エチルメタクリレート、３－（パーフルオロ
－７－メチルオクチル）－２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、２－（パーフルオロ
－９－メチルデシル）エチルメタクリレート、３－（パーフルオロ－８－メチルデシル）
－２－ヒドロキシプロピルメタクリレート等の含フッ素メタクリレート、３－パーフルオ
ロオクチル－２－ヒドロキシプロピルアクリレート、２－（パーフルオロデシル）エチル
アクリレート、２－（パーフルオロ－９－メチルデシル）エチルアクリレート等の含フッ
素アクリレート、３－パーフルオロデシル－１，２－エポキシプロパン、３－（パーフル
オロ－９－メチルデシル）－１，２－エポキシプロパン等のエポキサイド、エポキシアク
リレート等の放射線硬化型の含フッ素モノマー、オリゴマー、プレポリマー等を挙げるこ
とができる。これらは単独もしくは複数種類混合して使用することも可能である。
【００２６】
さらに、５～３０ｎｍのシリカ超微粒子を水もしくは有機溶剤に分散したゾルとフッ素系
の皮膜形成剤を混合した低屈折率材料を使用することもできる。５～３０ｎｍのシリカ超
微粒子を水もしくは有機溶剤に分散したゾルは、ケイ酸アルカリ塩中のアルカリ金属イオ
ンをイオン交換等で脱アルカリする方法や、ケイ酸アルカリ塩を鉱酸で中和する方法等で
知られた活性ケイ酸を縮合して得られる公知のシリカゾル、アルコキシシランを有機溶媒
中で塩基性触媒の存在下に加水分解と縮合することにより得られる公知のシリカゾル、さ
らには上記の水性シリカゾル中の水を蒸留法等により有機溶剤に置換することにより得ら
れる有機溶剤系のシリカゾル（オルガノシリカゾル）が用いられる。これらのシリカゾル
は水系および有機溶剤系のどちらでも使用することができる。有機溶剤系シリカゾルの製
造に際し、完全に水を有機溶剤に置換する必要はない。上記シリカゾルは、ＳｉＯ２ とし
て０．５～５０重量％濃度の固形分を含有する。シリカゾル中のシリカ超微粒子の構造は
、球状、針状、板状等様々なものが使用可能である。
【００２７】
また、皮膜形成剤としては、アルコキシシラン、金属アルコキシドや金属塩の加水分解物
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や、ポリシロキサンをフッ素変性したものなどを用いることができる。上記のような皮膜
形成剤のなかでも、特にフッ素化合物を用いることにより、低屈折率層の臨界表面張力が
低下して油分の付着を抑制することができるので好ましい。本発明の低屈折率層は、上記
で述べた材料を例えば溶剤で希釈し、スピンコーター、ロールコーター、印刷等の方法で
高屈折率層上に設けて乾燥後、熱や放射線（紫外線の場合は上述の光重合開始剤を使用す
る）等により硬化させることによって得ることができる。放射線硬化型の含フッ素モノマ
ー、オリゴマー、プレポリマーは耐汚染性には優れているが、濡れ性が悪いため、組成に
よっては高屈折率層上で低屈折率層をはじくという問題や、低屈折率層が高屈折率層から
剥がれるという問題が生じるおそれがあるため、ハードコート層に使用する前述の放射線
硬化型樹脂として説明した、アクリロイル 、メタクリロイル 、アクリロイルオキシ基
、メタクリロイルオキシ基等重合性不飽和結合を有するモノマー、オリゴマー、プレポリ
マーを適宜混合し、使用することが望ましい。
なお、熱によるダメージを受けやすいＰＥＴ、ＴＡＣ等のプラスチックフィルムを透明基
体に使用する場合は、これら低屈折率層の材料としては、放射線硬化型樹脂を選択するこ
とが好ましい。
【００２８】
低屈折率層が良好な反射防止機能を発揮するための厚さについては、公知の計算式で算出
することができる。公知の文献（サイエンスライブラリ、物理学９「光学」７０～７２頁
）によれば、入射光が低屈折率層に垂直に入射する場合に、低屈折率層が光を反射せず、
かつ１００％透過するための条件は次の関係式を満たせばよいとされている。なお、式中
Ｎ０ は低屈折率層の屈折率、Ｎｓ は高屈折率層の屈折率、ｈは低屈折率層の厚さ、λ０ は
光の波長を示す。
【００２９】
【数１】
Ｎ０ ＝Ｎｓ１ ／ ２ 　　　　（１）
Ｎ０ ｈ＝λ０ ／４　　（２）
【００３０】
上記（１）式によれば、光の反射を１００％防止するためには、低屈折率層の屈折率が下
層（高屈折率層）の屈折率の平方根になるような材料を選択すればよいことが分かる。た
だし、実際は、この数式を完全に満たす材料は見出し難く、限りなく近い材料を選択する
ことになる。上記（２）式では（１）式で選択した低屈折率層の屈折率と、光の波長から
低屈折率層の反射防止膜としての最適な厚さが計算される。たとえば、高屈折率層、低屈
折率層の屈折率をそれぞれ１．５０、１．３８、光の波長を５５０ｎｍ（視感度の基準）
とし、これらの値を上記（２）式に代入すると、低屈折率層の厚さは０．１μｍ前後の光
学膜厚、好ましくは０．１±０．０１μｍの範囲が最適であると計算される。
【００３１】
▲２▼帯電防止層
帯電防止層は、ディスプレイ表面に静電的に付着するホコリ等の汚れを防止するために設
けられるものである。帯電防止層は、アルミニウム、錫等の金属、ＩＴＯ等の金属酸化膜
を蒸着、スパッタ等で極めて薄く設ける方法、アルミニウム、錫等の金属微粒子やウイス
カー、酸化錫等の金属酸化物にアンチモン等をドープした微粒子やウイスカー、７，７，
８，８－テトラシアノキノジメタンと金属イオンや有機カチオンなどの電子供与体（ドナ
ー）との間でできた電荷移動錯体をフィラー化したもの等の無機および有機の帯電防止剤
をポリエステル樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂等の結着剤に分散し、ソルベントコー
ティング等により設ける方法、ポリピロール、ポリアニリン等にカンファースルホン酸等
をドープしたものをソルベントコーティング等により設ける方法等により設けることがで
きる。帯電防止層の透過率は光学用途の場合、８０％以上が好ましい。
【００３２】
▲３▼赤外線カットオフ層
ディスプレイから放出される赤外線は、携帯電話や各種リモコン装置の誤作動等の原因と
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なるため、かかる赤外線、特に、波長８００～１０００ｎｍの近赤外線を吸収もしくは反
射してカットオフするために、赤外線カットオフ層が設けられる。赤外線カットオフ層は
、通常、結着剤として使用される樹脂、好ましくは後述のハードコート層を構成する樹脂
に赤外線カットオフ剤である染料もしくは顔料を混合・分散したものを積層して設けられ
る。赤外線カットオフ剤は、特に限定されるものではないが、例えば染料系赤外線吸収剤
としては、三井石油化学社製のＳＩＲ１５９やＳＩＲ１２８、日本触媒化学社製のイーエ
クスカラー８０３Ｋや同９０１Ｂなどが好ましく用いられる。また、顔料系赤外線吸収剤
としては、透明性および分散性の観点から、その平均粒径が１００ｎｍ以下、好ましくは
５０ｎｍ以下、さらに好ましくは２５～３５ｎｍが好適であり、具体例としてはＩＴＯ粉
末が好ましい。
【００３３】
そのＩＴＯ粉末は、一般周知の製法、すなわち、Ｉｎと少量のＳｎの水溶塩を含む水溶液
をアルカリと反応させてＩｎとＳｎの水酸化物を共沈させ、この共沈物を原料として得た
後、この原料を、ＣＯ、ＮＨ３ 、Ｈ２ 等の還元性雰囲気中で加熱焼成して酸化物に変換さ
せたものが用いられる。この場合のＩＴＯ粉末は、原料を還元性雰囲気中で加熱焼成して
おり、その成分モル比としては、Ｉｎ／Ｓｎ／Ｏ２  が１００／５～１０／０．５～１０
、好ましくは１００／５～１０／０．５～２である。このように還元処理されたＩＴＯ粉
末を用いて作成した膜は、分光光度計（島津製作所社製：ＵＶ３１００）を使用して測定
した「ＪＩＳ　Ｋ８７０１」による色座標が、ｘ＝０．３１±０．１、ｙ＝０．３２±０
．１、ｚ＝０．３７±０．１であって、青色を呈している。このようなＩＴＯ粉末は、最
短赤外線カットオフ波長が８００ｎｍと、きわめて赤外線カットオフ機能に優れている。
また、このようなＩＴＯ粉末が分散された本発明の赤外線カットオフ層の色は、ＩＴＯ粉
末の色が反映されたもの、すなわち色座標が上記の通りであって透明感のある青色を呈す
るものとなる。
【００３４】
赤外線カットオフ層用塗料を構成する赤外線カットオフ剤の粉末と樹脂との配合比は、粉
末／樹脂が、重量比で９０／１０～６０／４０、好ましくは８５／１５～６５／３５、さ
らに好ましくは８０／２０～７０／３０の場合に１μｍ程度の薄層でも良好な赤外線カッ
トオフ性能が得られ、高い透明性を有し、かつ曇りの少ないフィルムを得ることができる
。粉末の混合比が９０重量％超の場合には、粉末によって着色されたり曇りの度合いが高
くなったりするとともに金属光沢が増し、赤外線カットオフ層の剥離や凝集破壊を招き、
さらにベースフィルムとの密着性に劣る。また、粉末の混合比が６０重量％未満の場合に
は、目的とする赤外線カットオフが達成されない。
【００３５】
▲４▼積層方法
本発明において、透明基体の片面に、直接あるいは他の層を介して光学的機能層を設ける
方法としては、上記で述べた樹脂中に、適宜必要な材料を混合し、これをペイントシェー
カー、サンドミル、パールミル、ボールミル、アトライター、ロールミル、高速インペラ
ー分散機、ジェットミル、高速衝撃ミル、超音波分散機等によって分散して塗料またはイ
ンキとし、これをエアドクターコーティング、ブレードコーティング、ナイフコーティン
グ、リバースコーティング、トランスファロールコーティング、グラビアロールコーティ
ング、キスコーティング、キャストコーティング、スプレーコーティング、スロットオリ
フィスコーティング、カレンダーコーティング、電着コーティング、ディップコーティン
グ、ダイコーティング等のコーティングやフレキソ印刷等の凸版印刷、ダイレクトグラビ
ア印刷、オフセットグラビア印刷等の凹版印刷、オフセット印刷等の平版印刷、スクリー
ン印刷等の孔版印刷等の印刷手法により透明基体の片面上に単層もしくは多層に分けて設
け、溶媒を含んでいる場合は、熱乾燥工程を経て、放射線（紫外線の場合、光重合開始剤
が必要）照射等により塗工層もしくは印刷層を硬化させることによって得る方法が挙げら
れる。なお、放射線が電子線による場合は、コックロフトワルトン型、バンデグラフ型、
共振変圧型、絶縁コア変圧器型、直線型、ダイナミトロン型、高周波型等の各種電子線加
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速器から放出される５０～１０００ＫｅＶのエネルギーを有する電子線等が使用され、紫
外線の場合は、超高圧水銀灯、高圧水銀灯、低圧水銀灯、カーボンアーク、キセノンアー
ク、メタルハライドランプ等の光線から発する紫外線等が利用できる。
【００３６】
光学的機能層の塗料の塗工適性または印刷適性を向上させるために、必要に応じ、シリコ
ーンオイル等のレベリング剤、ポリエチレンワックス、カルナ バワックス、高級アルコ
ール、ビスアマイド、高級脂肪酸等の油脂、イソシアネート等の硬化剤、炭酸カルシウム
やシリカゾル、合成雲母等０．０５μｍ以下の超微粒子等の添加剤を適宜使用することが
できる。
【００３７】
Ｃ．粘着層
本発明における粘着層に用いられる粘着剤としては、ＪＩＳ　Ｚ０２３７に規定される粘
着力（１８０°剥離力）が１５００ｇ／２５ｍｍ以下、好ましくは１０００ｇ／２５ｍｍ
以下である粘着剤を適宜選択して使用することができる。また、粘着剤としては、高温、
高湿下での強制老化試験で剥がれや泡の発生がないことが望まれ、さらに、再剥離性があ
り、剥離時に糊残りがないことが好ましい。このような特性を有する粘着剤としては、ア
クリル系、ゴム系、ポリビニールエーテル系、シリコーン系等の粘着剤から適宜選択して
使用できる。これらの中で、アクリル系粘着剤が最も好適である。
【００３８】
アクリル系粘着剤は、アルキル（メタ）アクリル酸エステルと重合性不飽和カルボン酸ま
たは水酸基含有エチレン性不飽和モノマーとを、あるいはアルキル（メタ）アクリル酸エ
ステルと共重合性ビニル系モノマーとを、有機溶剤中または水媒体中で共重合させて得ら
れる。重合方法としては、ラジカル重合法、溶液重合法、けん濁重合法、乳化重合法等が
用いられる。この共重合体の分子量は、ゲルパーミュエーションクロマトグラフィーによ
る数平均分子量が１００００～１００００００、好ましくは５００００～５０００００、
さらに好ましくは１０００００～４０００００であることがよい。数平均分子量が１００
００未満であると樹脂組成物層の均一形成が困難となり、また、１００００００を超える
と弾性が高くなり、塗工量の調整が困難となる等の問題を生じる。
【００３９】
アルキル（メタ）アクリル酸エステルとしては、炭素数１～１２のアルキル基を有する（
メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸オクチル等が
挙げられる。より具体的には、メタクリレート系成分としては、メチルメタクリレート、
エチルメタクリレート、ｎ－プロピルメタクリレート、イソプロピルメタクリレート、ｎ
－へキシルメタクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、２－エチルへキシルメタク
リレート、ｎ－オクチルメタクリレート、イソオクチルメタクリレート、ラウリルメタク
リレート等が挙げられ、アクリレート成分としては、メチルアクリレート、エチルアクリ
レート、プロピルアクリレート、ブチルアクリレート、ｎ－へキシルアクリレート、２－
エチルへキシルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート、ラウリルアクリレート等が挙
げられる。こられは単独または２種以上混合して用いることができる。
【００４０】
さらに、官能基としてカルボキシル基および／または水酸基を有する（メタ）アクリレー
ト系モノマーを上記のアルキル（メタ）アクリル酸エステルに併用することにより、カー
ボンの分散性が向上する。特に、酸性カーボンを用いた場合には、分散性がさらに向上す
る。このような官能基を有するモノマーとしては、カルボキシル基を有する（メタ）アク
リル酸、マレイン酸、イタコン酸、クロトン酸等、ヒドロキシル基を有するアクリル酸－
２－ヒドロキシエチルエステル、アクリル酸－２－ヒドロキシプロピルエステル、２－ヒ
ドロキシビニルエーテル等が挙げられる。これらは、前記した（メタ）アクリレート系成
分と単独または２種以上混合して使用することができる。
【００４１】
これらの粘着剤には、架橋剤を配合することもできる。架橋剤としては、イソシアネート
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系化合物、アルミキレート、アジリジニル系化合物、エポキシ系化合物等が挙げられる。
この架橋剤の配合量は、アクリル系粘着剤１００重量部に対して、通常、０．０１～１０
重量部が好ましい。
【００４２】
本発明の粘着層は、上記のような粘着剤を有機溶剤に溶解し、ロールコーター、リバース
コーター、コンマコーター、リップコーター、ダイコーター等の塗工機によりこの溶液を
透明基材に塗布して設けられる。この際、粘着層の透明基材とは反対側に、剥離処理を施
したフィルムあるいは紙等を積層することにより、取り扱い上の便宜を図ることができる
。
【００４３】
Ｄ．その他の層
本発明においては、上記透明基体、光学的機能層および粘着層を基本構成とするものであ
り、さらに必要に応じてハードコート層、防眩層などを積層して設けることができる。ハ
ードコート層は、前記の光学的機能層の結着剤としてハードコート剤（樹脂）が使用され
ていない場合に設けることが好ましい。これらのハードコート層および防眩層は、上記光
学的機能層の積層方法と同様にして、透明基体と光学的機能層の間もしくは光学的機能層
表面に設けられる。以下これらについて説明する。
【００４４】
▲１▼ハードコート層
ハードコート層を構成する樹脂としては、ハードコート用樹脂が適宜使用できる。なお、
本発明でいうハードコートとは、 がＨ以上のものをいう。このような樹脂として
は、放射線、熱の何れかもしくは組み合わせにより硬化する樹脂を用いることができる。
放射線硬化型樹脂としては、アクリロイル基、メタクリロイル基、アクリロイルオキシ基
、メタクリロイルオキシ基等重合性不飽和結合を有するモノマー、オリゴマー、プレポリ
マーを適宜混合した組成物が用いられる。モノマーの例としては、スチレン、メチルアク
リレート、ラウリルアクリレート、エトキシジエチレングリコールアクリレート、メトキ
シトリエチレングリコールアクリレート、フェノキシエチルアクリレート、テトラヒドロ
フルフリルアクリレート、イソボルニルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレー
ト、２－ヒドロキシプロピルアクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシアクリレー
ト等の単官能アクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、１，６－ヘキサン
ジオールジアクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタエリスリト
ールトリアクリレート、ペンタエリスリトールアクリレート、ジペンタエリスリトールヘ
キサアクリレート、トリメチロールプロパンアクリル酸安息香酸エステル、トリメチロー
ルプロパン安息香酸エステル等の多官能アクリレート等のアクリル酸誘導体、メチルメタ
クリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、ｎ－ステアリルメタクリレート、シク
ロヘキシルメタクリレート、テトラヒドロフルフリルメタクリレート、フェノキシエチル
メタクリレート、メトキシポリエチレンメタクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリ
レート、２－ヒドロキシブチルメタクリレート等の単官能メタクリレート、１，６－ヘキ
サンジオールジメタクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、グリセリ
ンジメタクリレート、エチレングリコールジメタクリレート等の多官能メタクリレート等
のメタクリル酸誘導体、グリセリンジメタクリレートヘキサメチレンジイソシアネート、
ペンタエリスリトールトリアクリレートヘキサメチレンジイソシアネート等のウレタンア
クリレート等を挙げることができる。オリゴマー、プレポリマーとしては、ポリエステル
アクリレート、ポリウレタンアクリレート、エポキシアクリレート、ポリエーテルアクリ
レート、アルキットアクリレート、メラミンアクリレート、シリコンアクリレート等のア
クリレート、不飽和ポリエステル、エポキシ系化合物等を挙げることができる。これらは
単独、もしくは複数混合して使用してもよい。モノマーは硬化膜の可撓性が要求される場
合は少な目にし、さらに架橋密度を低くするためには、１官能、２官能のアクリレート系
モノマーを使用することが好ましく、逆に、硬化膜に耐熱性、耐摩耗性、耐溶剤性等過酷
な耐久性を要求される場合は、モノマーの量を増やし、３官能以上のアクリレート系モノ
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マーを使用することが好ましい。
【００４５】
上記のような放射線硬化型樹脂を硬化するには、例えば紫外線、電子線、Ｘ線などの放射
線を照射すればよいが、必要に応じて適宜重合開始剤を添加することができる。なお、紫
外線により硬化させる場合は、光重合開始剤を添加する必要がある。光重合開始剤として
は、ジエトキシアセトフェノン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－
１－オン、ベンジルジメチルケタール、１－ヒドロキシシクロヘキシル－フェニルケトン
、２－メチル－２－モルホリノ（４－チオメチルフェニル）プロパン－１－オン等のアセ
トフェノン類、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソ
プロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル等のベンゾインエーテル類、ベンゾフ
ェノン、ｏ－ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェニルベンゾフェノン、４－ベンゾイル
－４’－メチルジフェニルサルファイド、４－ベンゾイル－Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－［２
－（１－オキソ－２－プロペニルオキシ）エチル］ベンゼンメタナミニウムブロミド、（
４－ベンゾイルベンジル）トリメチルアンモニウムクロリド等のベンゾフェノン類、２，
４－ジエチルチオキサントン、１－クロロ－４－ジクロロチオキサントン等のチオキサン
トン類、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルベンゾイルオキサイド等を挙げる
ことができる。これらは単独もしくは複数、混合して使用することができる。また、促進
剤（増感剤）として、Ｎ，Ｎ－ジメチルパラトルイジン、４，４’－ジエチルアミノベン

フェノン等アミン系化合物を混合し、使用することもできる。光重合開始剤の含有量と
しては、放射線硬化型樹脂に対し、０．１～１０重量％の範囲がよい。この範囲より多く
ても少なくても効果が悪くなる。
【００４６】
また、本発明においては、放射線硬化型樹脂として紫外線により硬化するエポキシ系化合
物を用い、かつ、光重合開始剤として、カチオン重合開始剤を用いることもでき、特に、
透明基体としてＴＡＣフィルムを使用する場合には、良好な密着性が得られることから好
ましい。
【００４７】
上記エポキシ系化合物としては、テトラメチレングリコールジグリシジルエーテル、プロ
ピレングリコールジグリシジルエーテル、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテル
、ビスフェノールＡジグリシジルエーテル等のグリシジルエーテル、２－ヒドロキシ－３
－フェノキシプロピルアクリレート、ビスフェノールＡ－ジエポキシ－アクリル酸付加物
等のエポキシエステルや、以下の化学式からなる脂環式エポキシ等のモノマーおよびオリ
ゴマーを挙げることができる。
【００４８】
【化１】
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【００４９】
光カチオン重合開始剤としては、以下の化学式からなる化合物を挙げることができる。な
お、これら化合物は各単体で用いてもよく、複数混合で使用してもよい。
【００５０】
【化２】
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【００５１】
上記放射線硬化型樹脂を使用したハードコート層の硬化に伴う体積収縮率（下記方法より
算出）は、２０％以下が望ましい。体積収縮率が２０％より大きくなると、透明基体がフ
ィルムの場合はカールが著しくなり、また基材がガラス等リジットな材料系の場合はハー
ドコート層の密着性が低下する。
【００５２】
【数２】
体積収縮率：Ｄ＝（Ｓ－Ｓ’）／Ｓ×１００
Ｓ：硬化前の比重
Ｓ’：硬化後の比重
（比重はＪＩＳ　Ｋ－７１１２のＢ法ピクノメーター法により測定）
【００５３】
なお、本発明におけるハードコート層には、放射線硬化型樹脂に対し、ハイドロキノン、
ｐ－ベンゾキノン、ｔ－ブチルハイドロキノン等の安定化剤（熱重合禁止剤）を添加して
もよい。添加量は、放射線硬化型樹脂に対し、０．１～５．０重量％の範囲が好ましい。
【００５４】
ハードコート層に使用することのできる熱硬化型樹脂としては、フェノール樹脂、フラン
樹脂、キシレン・ホルムアルデヒド樹脂、ケトン・ホルムアルデヒド樹脂、ユリア樹脂、
メラミン樹脂、アニリン樹脂、アルキド樹脂、不飽和ポリエステル樹脂、エポキシ樹脂等
を挙げることができる。これらは単独もしくは複数混合して使用してもよい。透明基体が
プラスチックフィルムである場合は、熱硬化温度を高く設定することができない。特に、
ＰＥＴ、ＴＡＣを使用する場合には、使用する熱硬化樹脂は、１００℃以下で硬化できる
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ことが望ましい。
【００５５】
ハードコート層に用いられる硬化型樹脂の透明性は高いほどよく、光線透過率（ＪＩＳ　
Ｃ－６７１４）としては、透明基体同様、８０％以上、好ましくは９０％以上が好ましい
。また、帯電防止フィルムの反射防止性は該硬化型樹脂の屈折率によって影響を受けるが
、屈折率は、１．４５～１．７０の範囲、特に、１．５～１．６５の範囲が好ましく、こ
の範囲を越えると反射防止効果が損なわれる。
【００５６】
ハードコート層の厚さは、０．５～１０μｍの範囲、好ましくは１～５μｍの範囲がよい
。ハードコート層が０．５μｍより薄い場合は、ハードコート層の耐摩耗性が劣化したり
、紫外線硬化型樹脂を使用した場合などに、酸素阻害による硬化不良を起こしたりする。
１０μｍより厚い場合は、樹脂の硬化収縮によりカールが発生したり、ハードコート層に
マイクロクラックが発生したり、さらに、透明基体との密着性が低下したりする。
【００５７】
▲２▼防眩層
本発明の他の形態としては、基本構成に防眩層をさらに設けてもよい。防眩層は、通常結
着剤として使用される樹脂、好ましくは上記ハードコート層を構成する樹脂に、フィラー
を含有させて形成されるもので、層表面を粗面化することにより、光を散乱もしくは拡散
させて防眩性を付与したものである。フィラーとしては、シリカ、炭酸カルシウム、水酸
化アルミニウム、水酸化マグネシウム、クレー、タルク、二酸化チタン等の無機系白色顔
料、アクリル樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリエチレン樹脂、エポキシ樹脂、シリコン樹脂
、ビーズ等有機系の透明または白色顔料等を挙げることができる。特に、球状で吸油性を
示さない有機フィラーが好ましく、球状のフィラーを用いることによって、防眩層の表面
から突出する部分がなだらかになり、油分等の汚れが付着し難くなるとともに付着した汚
れを拭い易くなる。
【００５８】
このようなフィラーの粒子径Ｄ（ＪＩＳ　Ｂ９９２１）は、０．５μｍ≦Ｄ≦６．０μｍ
の範囲のものが６０重量％以上、６．０μｍ＜Ｄ≦１０．０μｍの範囲のものが２０重量
％未満、１０μｍ＜Ｄ≦１５．０μｍの範囲のものが５重量％以下、１５．０μｍより大
きいものが１重量％以下であることが望ましい。さらに、１５．０μｍより大きい粒子は
、できれば含有されない（０％）ことが好ましく、特に、０．５μｍ≦Ｄ≦６．０μｍの
範囲のものが８０重量％以上、６．０μｍ＜Ｄ≦１０．０μｍの範囲のものが１０重量％
未満、１０μｍ＜Ｄ≦１５．０μｍの範囲のものは全く含まないことが好ましい。
【００５９】
０．５μｍ≦Ｄ≦６．０μｍの範囲にあるフィラーの重量％と、６．０μｍ＜Ｄ≦１０．
０μｍの範囲にあるフィラーの重量％、さらに、１０μｍ＜Ｄ≦１５．０μｍの範囲にあ
るフィラーの重量％が、それぞれ６０％未満、２０％未満、５％未満の場合は、ディスプ
レイの反射防止効果が悪くなり、６．０μｍ＜Ｄ≦１０．０μｍの範囲にあるフィラーが
２０重量％以上もしくは、１０μｍ＜Ｄ≦１５．０μｍの範囲にあるフィラーが５重量％

場合は、ディスプレイの画像にギラツキが発生する。
【００６０】
フィラーの配合量については、防眩層の全固形分比で、０．５～３０％の範囲がよい。特
に、１～１５％の範囲が好ましい。配合量が０．５％以下では、反射防止効果が不充分と
なり、３０％以上では、透明性、画像のコントラストが劣るばかりでなく、耐摩耗性や耐
環境性等の耐久性が悪くなる。また、フィラーの屈折率（ＪＩＳ　Ｋ－７１４２によるＢ
法）は、硬化型樹脂と同等であることが好ましい。フィラーの屈折率が硬化型樹脂の屈折
率と異なる場合は、フィラーと樹脂界面で光が拡散し、透明性が損なわれる。硬化型樹脂
と同等の屈折率を有するフィラーの例としては、有機系のフィラー、特に、架橋アクリル
ビーズが好適である。
【００６１】
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架橋アクリルビーズとしては、アクリル酸およびそのエステル、メタクリル酸およびその
エステル、アクリルアミド、アクリルニトリル等のアクリル系モノマーと過硫酸等の重合
開始剤、エチレングリコールジメタクリレート等の架橋剤を用い、懸濁重合法等により重
合して得られる重合体および共重合体からなる架橋アクリル系ビーズが好適に使用できる
。特にアクリル系のモノマーとして、メチルメタクリレートを使用した構成が好ましい。
この様にして得られた架橋アクリルビーズは球状で吸油性を示さないことから、防眩層に
使用した場合、優れた耐汚染性を発現できる。また、架橋アクリルビーズには、塗料の分
散性を向上させるために油脂類、シランカップリング剤、金属酸化物等の有機・無機材料
による表面改質を行ってもよい。
【００６２】
以上述べたような積層構成を有する本発明の貼着フィルムは、ＪＩＳ　Ｋ７１０５による
ＨＡＺＥ値が３～３０の範囲、特に好ましくは５～１５の範囲であることがよい。この場
合、この値が３未満では、光拡散の効果が少なくそれほど大きな反射防止効果を得ること
ができない。一方、ＨＡＺＥ値が３０を超えると、画像コントラストが悪く視認性不良と
なり、ディスプレイとしての機能低下を招くことから好ましくない。なお、ＨＡＺＥ値と
は、曇価を意味するものであり、積分球式光線透過率測定装置を用いて、拡散透過率（Ｈ
ｄ％）と全光線透過率（Ｈｔ％）を測定し、下記式にて算出する。
【００６３】
【数３】
ＨＡＺＥ値＝Ｈｄ／Ｈｔ×１００
【００６４】
以下、図面を用いて本発明の貼着フィルムをさらに詳細に説明する。
図１は、本発明の貼着フィルムの基本構成を示す概略断面図であり、貼着フィルム１０は
、透明基体１１の片面上に光学的機能層１２（有色）が形成され、他方の面に粘着層１３
（有色）が形成され、さらにこの粘着層１３の表面にセパレートフィルム１４が設けられ
ている。この場合、光学的機能層１２は反射防止層、帯電防止層および赤外線カットオフ
層の少なくとも一層からなるもの、もしくはこれらの機能を二種類以上有するよう形成さ
れた層である。なお、赤外線カットオフ層は、透明基体１１と粘着層１３の間に形成して
もよい。
【００６５】
図２は、本発明の貼着フィルムの構成の一例を示す概略断面図であり、貼着フィルム２０
は、透明基体２１上にハードコート層２２およびその上に光学的機能層として反射防止ハ
ードコート層２３（有色）が形成され、他方の面に粘着層２４（有色）が形成され、さら
にこの粘着層２４の表面にセパレートフィルム２５が設けられている。
【００６６】
図３は、本発明の貼着フィルムの構成の一例を示す概略断面図であり、貼着フィルム３０
は、透明基体３１上に第一の光学的機能層として反射防止ハードコート層３２（有色）お
よびその上に第二の光学的機能層として帯電防止層３３（有色）が形成され、他方の面に
第三の光学的機能層として赤外線カットオフ層３４（有色）およびその上に粘着層３５（
有色）が形成され、さらにこの粘着層３５の表面にセパレートフィルム３６が設けられて
いる。
【００６７】
図４は、本発明の貼着フィルムの構成の一例を示す概略断面図であり、貼着フィルム４０
は、透明基体４１上に第一の光学的機能層として反射防止かつ帯電防止ハードコート層４
２（有色）が形成され、他方の面に第二の光学的機能層として赤外線カットオフ層４３（
有色）およびその上に粘着層４４（有色）が形成され、さらにこの粘着層４４の表面にセ
パレートフィルム４５が設けられている。
【００６８】
上記のように、図１では光学的機能層１２および粘着層１３、図２では反射防止ハードコ
ート層２３および粘着層２４、図３では反射防止ハードコート層３２、帯電防止層３３、
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赤外線カットオフ層３４および粘着層３５、図４では反射防止かつ帯電防止ハードコート
層４２、赤外線カットオフ層４３および粘着層４４が有色であり、これらの色は最終的な
貼着フィルムの層構成において混合した際に無彩色となるように設定されたものである。
このことにより、これら本発明のディスプレイ用貼着フィルムは、優れた画像コントラス
トおよび色再現性を発揮することができる。なお、図２～４は本発明のディスプレイ用貼
着フィルムの構成の一例を示すものであり、本発明はこれらの積層構成に限定されるもの
ではない。
【００６９】
【実施例】
本発明を実施例によってさらに詳細に説明する。
＜アクリルポリマーａの重合＞
温度計、攪拌機、還流冷却管、窒素導入管を備えたフラスコ中にｎ－ブチルアクリレート
９４重量部、アクリル酸６重量部、過酸化べンゾイル０．３重量部、酢酸エチル４０重量
部、トルエン６０重量部を加え、次いで窒素導入管から窒素を導入してフラスコ内を窒素
雰囲気とした後、６５℃に加温して１０時間重合反応を行い、重量平均分子量約１２０万
（数平均分子量約３０万）、Ｔｇ約－４９℃のアクリルポリマー溶液を得た。このアクリ
ルポリマー溶液に酢酸エチルを加え、アクリルポリマー溶液ａ（固形分２０重量％）を得
た。
【００７０】
＜実施例１＞
下記配合の導電材料、低屈折ゾル等の混合物をパールミルにて３０分間分散することによ
って得られた分散液と、下記ベース塗料をディスパーにて１５分間攪拌、混合した塗料を
、透明基体としての膜厚１８８μｍ、光線透過率９１％のポリエチレンテレフタレート（
商品名：メリネックス５３５、帝人デュポン社製）の一方の面上に、リバースコーティン
グ方式にて塗布し、１００℃で３０秒間乾燥させた。次いで、出力１２０Ｗ／ｃｍの集光
型高圧水銀灯１灯を用いて、照射距離（ランプ中心から塗工面までの距離）１０ｃｍ、処
理速度（塗工基体側の水銀灯に対する速度）１０ｍ／分で紫外線照射を行い、塗工膜を硬
化させて、厚さ７．１μｍの反射防止かつ帯電防止ハードコート層を設けた。
【００７１】
分散液の配合
・導電材料
酸化錫（商品名：ＳＮ１００、石原産業社製、粒子径：１００ｎｍ）２００部
・低屈折率材料
シリカゾル（商品名：ＯＳＣＡＬ特殊品、触媒化成工業社製、固形分２０％メ
チルエチルケトン（ＭＥＫ）希釈溶剤、粒子径：７ｎｍ）　　　　　　　６５部
・チタネート系分散剤（商品名：Ｔ－５０、日本曹達社製）　　　　　　　７部
・ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５４０部
・イソブタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１０部
・ジアセトンアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３０部
【００７２】
ベース塗料の配合
・ＵＶ樹脂（商品名：ユニディック１７－８０６、大日本イン 社製、
固形分８０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５０部
・光重合開始剤（商品名：イルガキュア９０７、チバスペシャリティーケミカル
社製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
・ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４５部
【００７３】
次に、前記アクリルポリマー溶液ａ５００重量部に、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラグリシ
ジル－ｍ－キシレンジアミン０．１重量部を加え、粘着剤塗工液ａ’を得た。また、別途
アクリルポリマー溶液ａ５００重量部に、着色顔料（カーボンブラック／ジオキサ バ
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イオレット／モノクロルシアニンブルー＝７５／１２．５／１２．５）を６重量部添加し
た後攪拌して、着色顔料を十分に分散させた着色顔料溶液Ａを作製した。
【００７４】
粘着剤塗工液ａ’の１００重量部（粘着剤固形分濃度２０重量％）に、着色顔料溶液Ａ０
．２重量部を添加し、均一になるよう攪拌した後、厚さ３８μｍの剥離処理を施したＰＥ
Ｔフィルムに、乾燥後の着色粘着層の厚さが２０μｍとなるように塗工し、乾燥した。次
いで、前記透明基体のハードコート層を設けていない面に、この着色粘着層面を貼着して
本発明のディスプレイ用貼着フィルムを得た。
【００７５】
＜実施例２＞
下記配合の塗料をディスパーにて１５分間攪拌、混合した塗料を用いて、透明基体に実施
例１と同様に、塗布・乾燥・硬化して赤外線カットオフ機能を有するハードコート層を設
け、さらに、実施例１と同様にして着色粘着層を形成して本発明のディスプレイ用貼着フ
ィルムを得た。
【００７６】
塗料の配合
・赤外線カットオフ剤
ＩＴＯ粉末（一次粒子径：約５０ｎｍ、成分モル比：Ｉｎ／Ｓｎ／Ｏ２ ＝１０
０／５／０．９）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
・ＵＶ硬化型樹脂（商品名：ユニディック１７－８０６、大日本 化学工業
社製、固形分８０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４部
・光重合開始剤（商品名：イルガキュア９０７、チバスペシャリティーケミカル
社製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部
・メチルイソブチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４部
【００７７】
＜比較例＞
実施例１において着色顔料溶液Ａの添加を行わないで着色しない粘着層を設けた以外は、
実施例１と同様にして、比較例の貼着フィルムを作製した。
【００７８】
実施例および比較例で得られた貼着フィルムを用い、下記方法によって、ａ値とｂ値の測
定、および画像コントラストの評価を行った。その結果を表１に示した。
１．Ｌａｂによる色相表示
上記で得られた実施例および比較例の貼着フィルムから剥離処理を施したＰＥＴフィルム
を剥がし、ガラス板（マイクロスライドガラス、松波ガラス社製）に貼合わせ、分光光度
計（可視紫外分光光度計ＵＶＤＥＣ－６７０型、日本分光工業社製）を用いてａ値とｂ値
を測定した。
【００７９】
２．画像コントラストの評価
上記で得られた実施例および比較例の貼着フィルムから剥離処理を施したＰＥＴフィルム
を剥がし、各貼着フィルムをパソコン用カラーグラフィック電子ディスプレイ（ＤＥＬＬ
社製、“Ｄ１７２６Ｔ－ＨＳ”）の画面左半分に貼着し、画面左右（フィルム貼着面とフ
ィルム非貼着面）の黒白コントラストを目視で評価した。ここでは、コントラストの改善
が見られたものを○、変化の無かったものを△、悪化したものを×とした。なお、この時
のディスプレイの輝度は、最も明るくした状態とした。
【００８０】
【表１】
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【００８１】
表１の結果から明らかなように、実施例の貼着フィルムは、ａ値およびｂ値がともに小さ
い値であり、無彩色の範囲内であるのに対し、比較例の貼着フィルムは、ａ値およびｂ値
が大きく画像の表示色に影響を及ぼすものであった。また、貼着フィルムを貼着したディ
スプレイ表面での黒白のコントラストの評価においては、比較例ではほとんど変化が見ら
れなかったのに対して、実施例ではフィルム非貼着面に比べて黒白の区別がはっきりとし
、黒白のコントラストを良好に改善することができた。
【００８２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明は、反射防止性、帯電防止性、または赤外線カットオフ性を
示すディスプレイ用貼着フィルムにおいて、これらの層構成のうち少なくとも二層以上を
有色とし、これらの色は混合した際に無彩色となる関係とすることにより、優れた画像コ
ントラストおよび色再現性を発揮することができる。
【図面の簡単な発明】
【図１】　本発明のディスプレイ用貼着フィルムの一実施形態の構成を示す概略断面図で
ある。
【図２】　本発明のディスプレイ用貼着フィルムの一実施形態の構成を示す概略断面図で
ある。
【図３】　本発明のディスプレイ用貼着フィルムの一実施形態の構成を示す概略断面図で
ある。
【図４】　本発明のディスプレイ用貼着フィルムの一実施形態の構成を示す概略断面図で
ある。
【符号の説明】
１０，２０，３０，４０…貼着フィルム、１１，２１，３１，４１…透明基体、　１２…
光学的機能層、１３，２４，３５，４４…粘着層、
１４，２５，３６，４５…セパレートフィルム、２２…ハードコート層、
２３…反射防止ハードコート層、３２…反射防止ハードコート層、
３３…帯電防止層、３４，４３…赤外線カットオフ層、
４２…反射防止かつ帯電防止ハードコート層。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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